
伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　表１　大気環境ダイオキシン類調査結果 
　　　　　　　　　　　　　　（単位：ｐｇ－TEQ／裙） 

大曽根小学校 
〃 
〃 
〃 

５月21日～28日 
８月１日～８日 
11月６日～13日 
１月15日～22日 

０．５５ 
０．１８ 
０．９６ 
０．４７ 

測定場所 測定日 測定結果 

年 平 均 値  ０．５４ 

八
潮
ペ
ン
習
字
同
好
会
会
員
募
集
 

B
毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
、午
後
7

時
〜
9
時
／
C

八
幡
公
民
館
ほ
か
／

G

講
師
＝
関
根
定
夫（
芳
堂
）さ
ん
／

H
入
会
金
1
0
0
0
円
、月
会
費
1
5

0
0
円
／
I

大
山
蕁
9
9
7
＝
0
7
 

0
1
・
小
倉
蕁
9
9
7
＝
0
9
3
7
 

 ス
ト
レ
ッ
チ
＆
チ
ュ
ー
ブ
 

B

毎
週
火
曜
日
、
午
後
7
時
30
分
〜

8
時
30
分
／
C

八
潮
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
講
堂
／
H

月
会
費
2
0
0

0
円
、そ
の
他
保
険
代（
年
額
1
5
0

0
円
）※
チ
ュ
ー
ブ
は
お
貸
し
し
ま
す
。

／
I

塚
越
蕁
9
9
6
＝
6
3
1
3
・

工
藤
蕁
9
9
7
＝
1
7
5
1
 

 書
友
会
八
潮
（
書
道
の
会
）
 

　
軾
多
忙
輒
と
い
う
言
葉
に
な
が
さ
れ

や
す
い
毎
日
。
落
ち
つ
い
た
軾
刻
輒
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
 

B

①
毎
週
月
曜
日
、
午
後
7
時
〜
9

時
②
毎
週
火
曜
日
、
午
前
9
時
〜
11

時
／
C

八
條
公
民
館
ほ
か
／
H

入
会

金
1
0
0
0
円
、
月
会
費
2
5
0
0

円
／
I

土
井
蕁
0
9
0
＝
2
9
0
9

＝
2
7
7
9
 

 サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集
 

B

毎
週
水
曜
日
、
午
後
7
時
30
分
〜

9
時
／
C

大
原
中
学
校
／
E

中
学
1

年
〜
3
年
生
（
未
経
験
者
参
加
可
）

／
G

有
資
格
者
に
よ
る
指
導
／
I

八

潮
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
川
島
蕁
9
9

8
＝
2
5
1
4
 
 

 第
10
回
市
長
杯
大
会
（
春
季
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
）
 

B
6
月
1
日
豸（
予
備
日
6
月
8
日
豸
）、

午
前
8
時
15
分
受
付
、
8
時
30
分
開

会
／
C

北
公
園
・
八
条
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
／
E

市
内
在
住
･
在
勤
・
高

校
生
以
上
の
方
／
G

男
子
の
部
・
女

子
の
部
／
H
一
般（
1
組
）2
0
0
0
円
、

学
生（
1
組
）1
5
0
0
円
※
参
加
費
は
、

申
込
時
ま
た
は
ド
ロ
ー
会
議（
5
月
24

日
貍
）ま
で
／
D
5
月
21
日
ま
で
に
江

川
蕁
9
9
6
＝
4
5 
8
5
・
林
Ｆ
Ａ
Ｘ

9
9
6
＝
8
4
7
9
へ
 
 

 神
風
流
詩
吟
教
室
（
神
和
会
）
 

　
詩
吟
を
初
歩
か
ら
習
い
健
康
作
り
 

B

5
月
15
日
・
22
日
・
29
日
・
6
月
5

日
・
12
日
各
木
曜
日
、午
後
7
時
〜
9

時
／
C

八
幡
公
民
館
／
G

講
師
＝
野

口
神
和
さ
ん
／
I

下
谷
蕁
9
9
6
＝

5
0
5
2
 

 ヤ
シ
オ
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
 

　
先
生
が
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。
 

B

毎
週
金
曜
日
、
午
前
9
時
40
分
〜

11
時
50
分
・
午
後
1
時
〜
5
時
／
C

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
／
F

10
人

／
H

1
時
間
1
5
0
0
円
、2
時
間
2

5
0
0
円
／
I

小
堀
蕁
0
9
0
＝
4

8
2
4
＝
6
7
0
9

 

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
申
請
を
し

て
承
認
を
受
け
れ
ば
、
在
学
期
間
中
の

国
民
年
金
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る
仕

組
み
で
す
。
手
続
き
さ
え
す
れ
ば
、
も

し
も
の
と
き
も
安
心
で
す
。
申
請
は
毎

年
度
必
要
で
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

    　
大
学
（
大
学
院
）
、
短
大
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
、

そ
の
他
の
教
育
施
設
の
一
部
に
在
学
す

る
学
生
等
（
各
種
学
校
、
そ
の
他
の
教

育
施
設
に
つ
い
て
は
個
別
に
定
め
て
あ

り
ま
す
。
）
で
あ
っ
て
、
学
生
本
人
の

所
得
が
68
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
。
 

    ○
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、
満
額

の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

○
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
も
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
（
追
納
）
を
お
勧
め
し
ま

す
。
学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
し

た
ら
、
忘
れ
ず
に
追
納
し
て
く
だ
さ
い
。
 

    　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
申
請
の

あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら
承
認
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。4
月
か
ら
の
学

生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

5
月
中
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
承
認
さ
れ
る
前
の
期
間
は
、

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
未
納
期
間

と
な
り
、
そ
の
間
に
万
が
一
の
事
故

な
ど
で
障
害
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

      　
4
月
上
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
記
入
例
に
基
づ
き
必

要
事
項
を
記
入
し
、
学
生
証
の
コ
ピ

ー
ま
た
は
在
学
証
明
書
を
同
封
し
、

返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

 　
学
生
証
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
を
持

参
の
う
え
、
市
役
所
⑦
番
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

I
国
保
年
金
課
蕁
A
2
1
2
・
2
1
7

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
 

　
　
　
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
　
　
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
 

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 

―
5
月
11
日
豸
〜
20
日
貂
―
 
 

          　
交
通
ル
ー
ル
に
慣
れ
て
い
な
い
新
入
児

童
、
園
児
の
み
な
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ

ん
、
交
通
事
故
に
お
互
い
あ
わ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

重
点
目
標
 

・
子
供
と
高
齢
者
の
歩
行
中
、
自
転
車
乗

　
用
中
の
交
通
事
故
防
止
 

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
の
着
用
の
徹
底
 

・
交
通
安
全
教
育
の
充
実
 

I
交
通
防
災
課
蕁
A
2
8
8
 
 

　

家
内
労
働
旬
間
 

―
5
月
21
日
〜
31
日
―
 
 

　
家
内
労
働
法
は
、
家
内
労
働
に
従
事
し

て
い
る
人
々
の
工
賃
、
就
業
時
間
、
安
全

衛
生
な
ど
の
労
働
条
件
の
改
善
を
図
り
、

生
活
の
安
定
に
役
立
た
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
 

　
委
託
者
の
皆
さ
ん
へ
　
家
内
労
働
者
に

仕
事
を
委
託
す
る
場
合
、
次
の
こ
と
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
家
内
労
働
手
帳
を
渡
し
て
い
ま
す
か
。
 

②
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
防
止
の
た
め
の

　
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
。
 

③
次
の
業
種
に
は
、
最
低
工
賃
が
決
め
ら

　
れ
て
い
ま
す
。
（
電
気
機
械
器
具
製
造

　
業
・
足
袋
製
造
業
・
縫
製
業
・
紙
加
工

　
品
製
造
業
・
革
靴
製
造
業
）
 

④
毎
年
「
委
託
状
況
届
」
を
所
轄
の
労
働

　
基
準
監
督
署
に
提
出
し
て
い
ま
す
か
。
 

 
家
内
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ
　
災
害
防
止

の
た
め
委
託
者
か
ら
指
導
さ
れ
た
こ
と
を

き
ち
ち
ん
と
守
り
、
ま
た
、
う
ま
す
ぎ
る

話
に
用
心
し
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
チ
キ
内

職
」
に
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
 

I

埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
蕁

0
4
8
＝
6
0
0
＝
6
2
0
5
 

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
 

　

相
談
窓
口
設
置
 

B
月
〜
金
曜
日
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

7
時
（
休
日
を
除
く
）
 

I
草
加
保
健
所
蕁
9
2
5
＝
1
5
5
1
 
 

※
夜
間
・
休
日
は
、
県
庁
医
療
整
備
課
蕁

0
4
8
＝
8
3
0
＝
3
5
7
2
 

　

県
税
休
日
納
税
相
談
窓
口
開
設
 

B
5
月
25
日
豸
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

C
越
谷
県
税
事
務
所
 

G
個
人
事
業
税
や
不
動
産
取
得
税
、
自
動

車
税
な
ど
、
県
税
の
納
税
に
つ
い
て
。
 

I
越
谷
県
税
事
務
所
蕁
9
6
2
＝
2
1
9

1
 
 

　

特
許
・
意
匠
・
商
標
 

　

な
ん
で
も
1
1
0
番
 

　
弁
理
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

B
月
〜
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
1
時
〜
4
時
 

C
弁
理
士
会
館
1
階
（
千
代
田
区
霞
ヶ
関

3
―
4
―
2
）
 

I
日
本
弁
理
士
会
蕁
0
3
＝
3
5
1
9
＝

2
7
0
7
 

　

電
波
利
用
保
護
旬
間
 

―
6
月
1
日
〜
10
日
―
 

　
総
務
省
で
は
、
「
電
波
利
用
保
護
旬
間
」

と
し
て
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
波

の
利
用
を
守
る
活
動
を
行
い
ま
す
。
電
波

は
ル
ー
ル
に
従
い
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
 

I
関
東
総
合
通
信
局
（
不
法
無
線
局
に
よ

る
混
信
・
妨
害
蕁
0
3
＝
5
5
6
2
＝
7
 

5
5
5
、
電
話
機
・
各
種
電
子
機
器
へ
の

不
要
電
波
障
害
蕁
0
3
＝
5
5
6
2
＝
7
 

5
5
7
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

蕁
0
3
＝
3
2
4
3
＝
8
6
9
7
）
 

　

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
 

―
5
月
1
日
〜
6
月
30
日
―
 

　
埼
玉
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
「
大

麻
・
け
し
」
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持

っ
て
も
ら
い
、
不
正
な
栽
培
お
よ
び
自
生

の
大
麻
・
け
し
の
撲
滅
を
図
る
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

　
大
麻
・
け
し
の
不
正
な
栽
培
や
使
用
は
、

本
人
だ
け
で
な
く
、
社
会
一
般
に
も
大
き

な
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

　
も
し
、
こ
れ
ら
の
不
正
な
大
麻
・
け
し

を
発
見
し
た
時
は
、
草
加
保
健
所
、
警
察

署
、
埼
玉
県
薬
務
課
、
麻
薬
取
締
官
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

I
草
加
保
健
所
蕁
9
2
5
＝
1
5
5
1
 
 

    　

青
少
年
相
談
員
と
の
 

　

親
子
バ
ス
ハ
イ
ク
 

B
6
月
1
日
豸
、
午
前
6
時
45
分
（
ゆ
ま

に
て
集
合
、
7
時
出
発
）
※
当
日
の
天
候

な
ど
に
よ
り
、
行
程
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
 
 

C
木
更
津
江
川
海
岸
 

E
中
学
生
以
下
の
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保

護
者
 

G
潮
干
狩
り
 

F
30
人
（
申
込
順
）
 

H
大
人
2
0
0
0
円
、
小
人
1
0
0
0
円

（
保
険
料
な
ど
）
※
潮
干
狩
り
は
実
費
 

D
5
月
12
日
か
ら
、
参
加
費
持
参
の
う
え

窓
口
へ
 
 

I
社
会
福
祉
課
蕁
A
3
1
6
・
8
2
2
 

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
方
の
 

　

た
め
の
講
座
 

①
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室
 

B
6
月
19
日
貅
、
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
 
 

E
市
内
在
住
の
方
 

G
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
づ
く
り
 

F
25
人
 

H
4
0
0
円
（
材
料
費
）
 
 

②
健
康
セ
ミ
ナ
ー
 

B
6
月
2
日
豺
・
9
日
豺
・
18
日
貉
・
25

日
貉
・
7
月
4
日
貊
、
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分
（
全
5
回
）
 

E
市
内
在
住
の
方
 

G
講
義
・
運
動
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
調
理

実
習
 

F
25
人
 

H

無
料
※
調
理
実
習
は
材
料
費
と
し
て

4
0
0
円
 
 

―

①
②
共
通
―
 

C
保
健
セ
ン
タ
ー
 

D
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
9
9
5
＝

3
3
8
1
）
へ
 
 

　

ゆ
ま
に
て
 

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

B
6
月
15
日
豸
、
午
前
8
時
30
分
〜
 

C
ゆ
ま
に
て
 

E
高
校
生
以
上
 

F
8
チ
ー
ム
（
申
込
順
）
 
 

H
1
チ
ー
ム
3
0
0
0
円
 
 

D
メ
ン
バ
ー
表
に
参
加
費
を
添
え
て
窓
口

へ
 

I
ゆ
ま
に
て
蕁
9
9
6
＝
0
1
2
3
 
 

　

親
子
水
泳
教
室
 

B
6
月
10
日
か
ら
毎
週
火
曜
日（
全
6
回
）、

午
後
3
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

C
市
民
温
水
プ
ー
ル
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
園
で
泳
げ
な
い

4
・
5
歳
児
と
そ
の
保
護
者
 

H
1
0
0
0
円
（
親
子
2
人
分
の
保
険
料
）

F
15
組
（
申
込
順
）
 

D
5
月
13
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
蕁

9
9
6
＝
5
1
2
6
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9
6
＝

7
1
2
9
）
へ
 
 

　

点
字
講
習
会
 

B
6
月
5
日
か
ら
毎
週
木
曜
日（
全
8
回
）、

午
前
10
時
〜
正
午
 
 

C
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
 

E
市
内
在
住
、
在
勤
の
方
 

F
15
人
（
申
込
順
、
た
だ
し
5
人
以
下
の

場
合
中
止
）
 
 

H
2
3
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）
 
 

D
5
月
23
日
ま
で
に
、
電
話
で
社
会
福
祉

協
議
会
（
蕁
9
9
5
＝
3
6
3
6
）
へ
 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
縁
結
日
in
吉
川
 

〜
ナ
チ
ュ
ラ
ル
＆
エ
コ
ロ
ジ
ー
自
然
と
心

に
や
さ
し
い
音
を
つ
く
ろ
う
！
〜
 

B
5
月
24
日
貍
、
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
 

C
「
お
あ
し
す
」
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
3
生

活
工
房
（
吉
川
市
き
よ
み
野
1
―
1
）
 
 

E
環
境
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
、
活
動
し
て
い
る
方
 

G
水
カ
ン
リ
ン
バ
（
空
き
缶
を
活
用
し
た

楽
器
）
づ
く
り
、
環
境
団
体
の
紹
介
、
近

隣
市
町
の
環
境
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
方

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
ほ
か
 

A
弁
当
 

H
5
0
0
円
（
材
料
費
）
 
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

D
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
八
潮
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
 

（
蕁
9
9
5
＝
3
6
3
6
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9

5
＝
5
2
8
7
）
へ
 

　

こ
ど
も
お
も
し
ろ
体
験
学
習
 

　
さ
つ
ま
い
も
づ
く
り
に
挑
戦
！
 

B
植
付
け
＝
5
月
25
日
豸
、
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
（
1
時
30
分
、
八
條
公
民

館
集
合
、
予
備
日
は
5
月
31
日
貍
）
 

収
穫
＝
10
月
25
日
貍
、
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
（
午
前
9
時
30
分
、
八
條
公
民
館
集

合
、
予
備
日
は
11
月
1
日
貍
）
 
 

E
小
学
4
年
生
か
ら
中
学
生
 
 

G
さ
つ
ま
い
も
づ
く
り
を
通
し
て
、
土
と

親
し
み
な
が
ら
収
穫
の
喜
び
を
体
験
 

A
軍
手
・
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
 

F
10
人
（
申
込
順
）
 

H
1
1
0
0
円
（
実
費
・
安
全
互
助
会
費
）
 

D
電
話
で
八
條
公
民
館
（
蕁
9
9
4
＝
3
 

2
0
0
）
へ
 
 

　

浄
水
場
の
公
開
 

―
6
月
1
日
〜
7
日
は
水
道
週
間
―
 
 

　
浄
水
場
を
公
開
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

節
水
や
水
の
有
効
利
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

B
6
月
1
日
豸
〜
7
日
貍
、
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
※
グ
ル
ー
プ
、
団
体
で
お
い
で

の
際
は
3
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

C
中
央
浄
水
場
（
消
防
署
南
側
）
 

I
水
道
部
蕁
9
9
6
＝
1
4
8
6
 
 

　

体
験
講
座
 

「
和
本
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」
 

B
5
月
31
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
 
 

C
資
料
館
 

E
小
学
生
以
上
 

G
和
本
を
つ
く
る
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

H
2
0
0
円
 
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
文
化
財
保
護
課

蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6
へ
 
 

    　

商
工
振
興
推
進
会
議
メ
ン
バ
ー
 

　
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
商
工
団

体
の
関
係
者
や
市
民
な
ど
に
よ
る
会
議
を

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
は
、
会
議
を
よ
り
有
意
義
に
す

る
た
め
に
商
工
振
興
推
進
会
議
メ
ン
バ
ー

と
し
て
商
業
関
係
の
委
員
を
募
集
し
、
部

会
を
設
け
ま
す
。
 

B
5
月
下
旬
〜
平
成
16
年
3
月
 

E
市
内
在
住
で
、
商
業
の
振
興
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
持
ち
の
方
 

G
商
業
の
振
興
に
関
す
る
検
討
 

F
2
人
（
面
談
に
よ
り
選
考
）
 
 

D
5
月
20
日
ま
で
に
、
直
接
窓
口
へ
 
 

I
商
工
振
興
課
蕁
A
2
0
2
 
 

　

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
 

〜
公
民
館
編
〜
 

             
 

 B
6
月
1
日
〜
平
成
16
年
3
月
31
日
、
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
の
間
自
由
設
定
、
（
放

課
後
・
土
・
日
・
祝
日
参
加
者
の
都
合
の

よ
い
余
暇
時
間
）
 
 

E
小
学
4
年
生
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
心
の
あ
る
青
少
年
 
 

G
八
條
公
民
館
に
遊
び
に
く
る
子
ど
も
を

対
象
に
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
活
動
 

A
運
動
の
で
き
る
服
装
 

F
30
人
（
申
込
順
）
※
参
加
者
決
定
後
名

簿
に
登
録
 

H
5
0
0
円
（
安
全
互
助
会
費
）
 
 

D
電
話
で
八
條
公
民
館
（
蕁
9
9
4
＝
3

2
0
0
）
へ
 

　

保
育
指
導
員
 

B
6
月
1
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日
ま
で
 

①
月
〜
金
曜
日
＝
午
前
7
時
〜
9
時
、
午

後
4
時
25
分
〜
7
時
 

②
土
曜
日
＝
午
前
7
時
〜
9
時
、
午
後
0

時
25
分
〜
2
時
10
分
 

C
中
央
保
育
所
 

E
保
育
士
の
資
格
ま
た
は
乳
児
・
幼
児
の

養
育
の
知
識
も
し
く
は
経
験
の
あ
る
方
 

G
児
童
の
朝
・
夕
の
保
育
 

H
日
額
3
6
0
0
円
 

F
若
干
名
（
面
接
あ
り
）
 
 

D
5
月
12
日
〜
22
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記

入
（
資
格
を
有
す
る
方
は
資
格
証
明
書
の

写
し
を
添
付
）
し
、
窓
口
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
 
 

I
児
童
障
害
課
蕁
A
3
1
4

　市では、平成14年度、大気中のダイオキシン類濃度
を調査しました。結果は表１のとおりです。 
　平成14年度の年平均値は、０．５４ピコグラムで、大
気の環境基準値である０．６ピコグラムの範囲内でした。 
　一般に大気中のダイオキシン類は、天候・風向きな
どの大気の状態に大きく影響を受けますので、実態を
より把握するために今年度も調査を継続していきます。 
　また、ダイオキシン類は、物を不完全な状態で燃や
したときに、発生すると言われていますので、今後も、
不適正な焼却行為をしないよう指導していきます｡  
　市民・事業者の皆さんのご協力をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※環境基準＝人の健康を保護する上で維持することが
望ましい基準で、ダイオキシン類対策特別措置法第７
条の規定に基づいて定められたもの 
■大気　０．６ｐｇ－TEQ／裙以下（年平均） 
※TEQ（毒性等量）＝最も毒性の強いダイオキシンを
基に毒性を換算したもの                                          
※１ｐｇ（ピコグラム）＝１兆分の１グラム 
I環境課蕁A３３８ 

ダイオキシン類の調査結果 ダイオキシン類の調査結果 

B５月25日豸、午前9時開始（小雨決行、荒天の場合については６月１日豸に延期） 
【清掃場所】 
☆各町会・自治会内ごみ散乱場所 
※家庭内のごみは絶対に出さないでください。 
☆ケヤキ通り 
☆首都高速道路八潮南ランプ周辺から共和橋付近まで 
☆北公園及び八条公園、大原公園 
☆市役所周辺 
【拾ってほしいごみ】 
☆資源ごみ（空きカン、空きビン） 
☆可燃ごみ（紙類、ビニールなど） 
☆明らかに放棄されている自転車 
※確実に分別してから決められた集積所に出し
てください。 
Iリサイクル推進課蕁A２３４ 

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
 

　
　
　
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
　
　
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
 

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
 

　
　
　
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
 

～私たちの住む八潮は私たちの手できれいにしよう～ 

☆
対
象
者
は
？
 

☆
承
認
さ
れ
た
ら
？
 

☆
申
請
が
遅
れ
た
ら
…
 

☆
申
請
の
方
法
 

昨
年
度
承
認
さ
れ
て
い
る
方
 

新
規
に
申
請
さ
れ
る
方
 

八潮市民美化運動
推進協議会主催の
ゴミゼロ運動です 

　４月23日、市民の通報により駆け付けたところ、
市の東側を流れる中川の大字八條付近で、“タマち
ゃん”とみられるアザラシが、泳いでいるのを撮影
できました。 
　川にはたくさんの生き物がいます。再び“タマ
ちゃん”に来てもらえるように、みんなで川をき
れいにしていきましょう！ 

八潮にも来たよ！　タ～マちゃん 八潮にも来たよ！　タ～マちゃん 

　けやき通りの愛称で親しまれている市道０１７０号線が、
平成15年５月１日付けで、県道になりました。 
　今後この道路についてのお問い合わせは、埼玉県にな
ります。 
I越谷県土整備事務所蕁９６４ー５２２１ 

けやき通り 

首
都
高
速
６
号
三
郷
線 

産
業
道
路 

青
葉
通
り 

葛
西
用
水 

中央公園 

「
中
央
四
丁
目
」 

　
交
差
点 

市役所 

浄水場 
◎ 

市
役
所
通
り 

八幡中学校 

（５）　　広報 平成15年５月10日　（４） No.620


